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痘直型脳性麻埠による軽度肢体不自由者の上肢筋力トレーニングに関する研究
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であり， I体力維持jも望める C しかし，過度な負荷上
昇は新たな身体的負担を与えかねないため， トレーニン
グ時の負荷の決定に辻十分に検討することが重要であろ
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うと考える C また「体力維持」という点ではトレーニン
グの継続が不可欠である O 今回明らかになった数値の不
安定な部分を解消する意味でも トレーニングを継続し
て経過を観察していくことがまた重要であることが示唆
された。
? ?
痘産型脳性麻庫による軽度下肢不自由者を対象に，健
常とされる上肢の筋力トレーニングを行い，上肢筋力の
時間的変化を検註したo 3年障のトレーニングの反複に
より，等速性筋力に有意な変動が見られ， 1l建常とされる
結U 
